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社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

辻野　彰・教授
長崎大学で脳卒中・心臓病等
総合支援センター除幕式を挙
行

日本応卒中協会　
会報第75号

2023年12月
長崎支部の活動内容を発信
した。

立石洋平・講師 道を整えるひと
長崎医学同窓会　
朋百

2023年6月 卒後シリーズへの寄稿

辻野　彰・教授
ローカル５G活用した遠隔診
療で離島の患者の負担軽減へ
（長崎県】

KTN　テレビ長崎 2023年3月
遠隔診療システムについて
発信した。

辻野　彰・教授
遠隔診療を長崎大学病院が遠
隔支援　高速大容量通信を活
用　4月から

長崎新聞 2023年3月
遠隔診療システムについて
発信した。

辻野　彰・教授
長崎大学や県病院企業団、
ローカル5で離島に遠隔診療

日本経済新聞　電
子版

2023年3月
遠隔診療システムについて
発信した。

辻野　彰・教授
離島でも専門医の診療を　県
や長崎大学が遠隔診療で協定

NHK　長崎　NEWS　
WEB

2023年3月
遠隔診療システムについて
発信した。

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

辻野　彰・教授
難病対策センター開設につい
て～これまでの経緯とこれか
ら～

長崎医学同窓会　
朋百

2023年2月
難病センター開設について
発信した。

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

宮崎禎一郎・助教 非常勤講師（健康寿命の延長に向けて2） 放送大学（長崎学習センター）

研　究　題　目

辻野　彰・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「遠隔専門
医療支援におけるサイバーコンサルテーショ
ンの有用性の検討」

立石洋平・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「地域医療
情報システムを用いた脳卒中・心疾患共通レ
ジストリ構築と予後予測因子の探索」

吉村俊祐・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「アミノ酸
固定化カラムと神経筋接合部に対する病原性
自己抗体」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

立石洋平・講師 代議員 日本神経学会

辻野　彰・教授 評議員 日本脳卒中学会

辻野　彰・教授 理事 長崎大学医師会

辻野　彰・教授 委員 長崎県指定難病審査会

辻野　彰・教授 代議員 日本脳卒中学会

辻野　彰・教授 評議員 神経治療学会

辻野　彰・教授 委員 長崎県特定疾患対策協議会

辻野　彰・教授 長崎支部長 日本脳卒中協会

辻野　彰・教授 代議員 日本神経学会

辻野　彰・教授 委員 県循環器病対策推進協議会

辻野　彰・教授 委員 長崎県メディカルコントロール協議会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

辻野　彰・教授 会長 長崎県難病医療連絡協議会
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